
公
衆
衛
生
は
「
公
衆
の
生
を
衛
る
」

公
衆
衛
生
学
は
通
常
医
学
の
一
分
野
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
研
究
対
象
で
あ
る
公
衆
衛
生

は
医
学
・
医
療
に
留
ま
ら
ず
、
自
然
や
社
会
の
環

境
、
文
化
、
政
治
・
制
度
、
宗
教
、
芸
術
、
科

学
技
術
な
ど
を
含
む
幅
広
い
も
の
で
す
。「
公
衆
」

は
、
す
べ
て
の
人
々
、「
衛
生
」
は
生
（
生
命
と

健
康
的
な
生
活
）
を
守
る
こ
と
を
意
味
し
、
健
康

は
身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
な
ど
多
面
的
で
、

生
き
が
い
や
幸
福
も
含
み
ま
す
。

日
本
の
最
高
法
規
で
あ
る
日
本
国
憲
法
で
、
い

の
ち
や
健
康
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
の
は
三
カ

所
で
す
。
前
文
で
、「
わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国

民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か
れ
、
平

和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を

確
認
す
る
。」
と
述
べ
、
第
十
三
条
で
「
す
べ
て

国
民
は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。
生
命
、
自

由
及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利
に
つ

い
て
は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
立
法

そ
の
他
の
国
政
の
上
で
、
最
大
の
尊
重
を
必
要
と

す
る
。」、
第
二
十
五
条
で
「
す
べ
て
国
民
は
、
健

康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利

を
有
す
る
。
国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い

て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向

上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と

規
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
る
形
で
、
医
師
法
第
一
条
は
「
医

師
は
、
医
療
及
び
保
健
指
導
を
掌
る
こ
と
に
よ
っ

て
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
寄
与
し
、
も
つ

て
国
民
の
健
康
な
生
活
を
確
保
す
る
も
の
と
す

る
。」
と
書
か
れ
て
お
り
、
医
師
や
医
療
者
は
公

衆
衛
生
の
向
上
お
よ
び
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
責
務
と
す
る
専
門
職
で
す
。

日
本
の
憲
法
で
あ
り
な
が
ら
、「
全
世
界
の
国

民
が
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
」
を
前
提
と

し
て
、「
す
べ
て
の
国
民
が
健
康
で
文
化
的
な
最

低
限
度
の
生
活
を
営
む
た
め
に
、
国
が
公
衆
衛
生

な
ど
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
は
ま
さ
に
公
衆

衛
生
の
理
念
を
具
現
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
世
界

的
な
環
境
や
経
済
、
格
差
や
貧
困
、
紛
争
が
以
前

に
も
増
し
て
日
本
国
民
の
い
の
ち
や
健
康
と
リ

ン
ク
し
て
い
る
現
在
で
、
先
見
性
の
あ
る
規
定

で
す
。

現
在
憲
法
改
正
の
動
き
が
強
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
公
衆
衛
生
に
携
わ
る
医
師
や
医
療
者
と
し

て
、
こ
れ
ら
の
規
定
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
な
い

た
め
、
国
民
に
対
し
て
公
衆
衛
生
と
こ
れ
ら
の
規

定
の
大
切
さ
を
大
い
に
訴
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

上
医
医
国
、
中
医
医
民
、
下
医
医
病

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
は
、
公

衆
衛
生
の
す
べ
て
を
網
羅
で
き
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
地
球
環
境
、地
球
外
（
宇
宙
）
環
境
、

宗
教
、
芸
術
、
科
学
技
術
な
ど
、
取
り
上
げ
ら
れ

な
か
っ
た
大
き
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。
取
り
上
げ

た
問
題
（
貧
困
や
社
会
的
健
康
決
定
因
、メ
タ
ボ
、

自
殺
や
精
神
的
不
健
康
、
喫
煙
や
飲
酒
習
慣
、
感

染
症
、
薬
害
、
原
発
事
故
や
公
害
、
歯
科
、
戦
争
、

労
災
や
労
働
関
連
疾
患
）
は
、
ど
れ
を
見
て
も
、

そ
の
問
題
の
発
生
や
解
決
に
政
治
が
大
き
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
。

病
理
学
の
父
と
し
て
知
ら
れ
る
ウ
ィ
ル

ヒ
ョ
ー
は
「
医
学
は
社
会
科
学
で
あ
る
。
そ
し
て

政
治
と
は
医
学
の
規
模
を
大
き
く
し
た
も
の
に

す
ぎ
な
い
。」
と
述
べ
て
い
ま
す
（
背
景
に
は
自

然
科
学
万
能
論
的
な
考
え
も
あ
り
ま
す
が
）
し
、

中
国
に
は
六
朝
時
代
（
後
漢
と
随
の
間
の
戦
国
時

代
で
三
国
志
の
時
代
を
含
む
）
の
陳
延
之
の
著
書

『
小
品
方
』
に
「
上
医
医
国
、
中
医
医
民
、
下
医

医
病
」
と
あ
る
よ
う
に
、
医
学
と
政
治
は
大
昔
か

ら
不
可
分
で
す
。

日
本
（
他
の
多
く
の
国
で
も
）
の
政
治
が
科
学

的
根
拠
に
基
づ
い
て
政
策
を
決
定
す
る
の
で
は

な
く
、
発
言
力
が
強
い
大
企
業
や
集
票
力
が
強
い

組
織
の
利
益
を
優
先
さ
せ
る
た
め
に
、
数
は
多
い

が
発
言
力
が
弱
く
投
票
行
動
を
起
こ
さ
な
い
（
せ

な
い
）
社
会
経
済
的
弱
者
の
健
康
が
守
ら
れ
な
い

社
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
健
康
を
決
め
る
要
因
（
健
康
決

定
因
）
の
中
で
、社
会
経
済
的
地
位
（
学
歴
、職
業
、

収
入
な
ど
）
に
よ
る
健
康
格
差
が
非
常
に
大
き
く

な
っ
て
お
り
、
第
二
次
健
康
日
本
二
十
一
で
は
社

会
経
済
的
地
位
に
よ
る
健
康
格
差
縮
小
を
重
点

課
題
に
掲
げ
て
い
ま
す
（
二
〇
一
三
年
一
月
号
参

照
）。

H
ealth Im

pact A
ssessm

ent

上
医
が
国
を
医
す
た
め
に
必
要
な
学
問
が
公

衆
衛
生
学
で
あ
り
、
そ
の
方
法
が
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
（
二
〇
一
二
年
十
月
号
参
照
）
や

H
ealth Im

pact A
ssessm

ent

（
Ｈ
Ｉ
Ａ
）で
す
。

Ｈ
Ｉ
Ａ
は
Ｅ
Ｕ
な
ど
で
始
ま
り
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
世

界
的
に
普
及
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
るH

ealth in 
A

ll Policies

（
す
べ
て
の
政
策
に
健
康
を
）を
実
践

す
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、「
政
策
、施
策
お
よ
び

事
業
が
集
団
の
健
康
面
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
及

ぼ
す
か
に
つ
い
て
の
情
報
を
政
策
決
定
者
に
提
供

し
、政
策
決
定
者
が
計
画
案
を
改
善
す
る
よ
う
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
追
求
す
る
」仕
組
み
で
す 

（http://w
w

w
.m

ed.kurum
e-u.ac.jp/m

ed/ 
envi/study/hia/checklist/H

IA
screening_

m
anual.pdf 

お
よ
び http://cw

s.um
in.jp/

paper/2011_fujino_kenkoukakusa.pdf

）。

Ｈ
Ｉ
Ａ
に
は
約
一
カ
月
間
で
既
存
の
資
料
を

調
査
す
る
机
上
Ｈ
Ｉ
Ａ
、
約
三
カ
月
で
健
康
影
響

調
査
を
行
う
迅
速
Ｈ
Ｉ
Ａ
、
約
六
カ
月
か
け
て
多

様
な
方
法
と
情
報
源
を
利
用
す
る
詳
細
Ｈ
Ｉ
Ａ

が
あ
り
ま
す
。

自
治
体
の
議
会
や
国
会
で
の
政
策
議
論
の
際

に
、
与
野
党
が
Ｈ
Ｉ
Ａ
の
資
料
を
活
用
し
て
論
戦

す
る
、
マ
ス
コ
ミ
も
Ｈ
Ｉ
Ａ
の
資
料
を
報
道
し
て

国
民
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
に
な
れ
ば
よ
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も
政
策
提
案
者

（
主
に
与
党
）
が
御
用
学
者
を
使
っ
て
健
康
リ
ス

ク
を
過
小
評
価
し
た
Ｈ
Ｉ
Ａ
を
行
う
恐
れ
も
あ

り
、
第
三
者
機
関
、
あ
る
い
は
、
提
案
側
だ
け
で

な
く
反
対
者
側
が
推
薦
す
る
学
者
に
も
Ｈ
Ｉ
Ａ

を
委
託
し
、
つ
き
あ
わ
せ
て
議
論
す
る
な
ど
の
仕

組
み
を
導
入
す
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

「
ザ
・
公
衆
衛
生
」
を
通
じ
て
、
読
者
の
皆
様

が
日
本
の
公
衆
衛
生
の
歴
史
と
現
状
、
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
日
本
社
会
を
よ
り
健

康
的
な
社
会
に
変
え
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ

け
る
こ
と
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
た
な
ら
ば
、
三

年
あ
ま
り
の
労
力
が
報
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
医

療
活
動
な
ど
に
よ
る
社
会
貢
献
に
加
え
て
、
公
衆

衛
生
的
視
点
か
ら
の
発
言
や
活
動
に
お
役
立
て

い
た
だ
け
れ
ば
望
外
の
幸
せ
で
す
。

の服部真理事
（金沢市・産業医療科）

二
〇
一
〇
年
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
「
ザ
・
公
衆
衛
生
」
は
、
今
回
で
終
了
し
ま
す
。
長

い
間
、お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
連
載
の
全
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
、

石
川
県
保
険
医
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
意
見
や
ご
感
想
を
編
集
部
ま
で

お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

第29回
（最終回）

公
衆
衛
生
は

　

H
ealthy Life for A

ll

図1　主な健康の決定因子
（ 引 用 は、http://www.med.kurume-u.ac.jp/med/envi/
study/hia/checklist/HIAscreening_manual.pdf）

図2　HIA の方法（引用は図1と同じ）
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